
























































































































 第 5 章では、本研究の成果をとりまとめるとともに、認知的メタプロセスの系統発生過
程と個体発生過程をこれまでの関連研究を考慮に入れながら論じた。系統発生の面では、
今回の鳥類で得られた肯定的結果や他の分類群で近年示唆されつつある結果を考慮すると、
思いのほか、多様な分類群の動物にある程度のメタ認知的機能が存在する可能性が考えら
れる。このことから自身の内的情報に関する処理に対しても、環境状況の処理と同様に、
それへの選択圧があった可能性が推測される。他方、個体発生の面では、メタ認知を用い
た他者の行動予測の開始が心の理論成立時期と符合していることから、メタ認知が社会的
場面において適応的意義を持つものとして選択されてきた可能性が示された。将来、さら
に多様な分類群で認知的メタプロセスの可能性を探り、その環境情報処理能力や社会性と
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の関連を探ることと、個体発生に過程において他の認知能力との関連性を同定していくこ
とが、今後の課題であることを論じた。そして、それは意識や内省の本質といった困難な
問題へのアプローチにもなることを論じた。 
 
